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平成 26 年度 第 4 回大垣市スポーツ推進審議会 会議録 

                     

１ と き  平成 26 年 10 月 14 日（火）14 時 00 分～15 時 30 分 

 

２ ところ  大垣市役所北庁舎 北館 1階 教育委員会室 

 

３ 出席者（敬称略） 

⑴ 委員 

所属名・役職名 氏 名 

会 長 大垣市体育連盟会長 堤  俊 彦 

副会長 岐阜経済大学教授 髙橋  正紀 

委 員 大垣市スポーツ推進委員協議会会長 山田  幸隆 

委 員 大垣市医師会理事 日下部 良邦 

委 員 大垣市小学校体育振興会会長 小原  良次 

委 員 大垣市体育連盟 少年スポーツ委員会委員長 牧野  安孝 

委 員 大垣市体育連盟 生涯スポーツ振興委員会委員長 髙橋 美和子 

委 員 大垣市スポーツ少年団育成部会長 矢橋  陽子 

委 員 大垣市職域体育振興会理事 小川  修司 

委 員 大垣市連合体育振興会副会長 大野  義近 

委 員 市民公募委員 井村  征夫 

委 員 市民公募委員 加藤  典克 

 

⑵ オブザーバー 

所属名・役職名 氏 名 

大垣市体育連盟 専務理事兼事務局長 宇佐見 昭典 
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⑶ 事務局 

所属名・役職名 氏 名 

大垣市教育委員会教育長 山 本  譲 

大垣市教育委員会事務局長 坂  喜美和 

社会教育スポーツ課長 加藤  幹雄 

社会教育スポーツ課参事 宇津  慎一 

社会教育スポーツ課主幹 中村  友昭 

社会教育スポーツ課主幹 加 藤  洋 

社会教育スポーツ課主事 中島  康路 

庶務課長 加 藤  誠 

庶務課主幹 林  昭 義 

庶務課主査 土川  剛史 

 

⑷ 傍聴者 1 名 

 

 

４ 議 題  ⑴ 第 2 次大垣市スポーツ推進計画（素案）について 

 

 

５ その他  ⑴ 本会議録は、「審議会等の会議の公開に関する事務取扱要領」第 6 条

に基づき、会議次第と併せて公開するものとする。 

       ⑵ 会議の経過、結果については次ページ以降によるものとする。 
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＜次第１ 開会＞ 

宇津参事 開会を宣言。 

※会長へ議事進行を依頼するまでの間、事務局が議事進行を行う。 

 

＜次第２ あいさつ＞ 

堤会長 

 

山本教育長 

あいさつ（略） 

 

あいさつ（略） 

 

＜次第３ 議題＞ 

堤会長 

 

 

 

 

 

加藤課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤会長 

 

 

 

・定足数の確認 

・審議会公開の報告 

・傍聴希望者を入室 

・事務局に対して「第 2次大垣市スポーツ推進計画（素案）について」説

明を依頼。 

 

・素案審議の進め方について説明。 

 前回の審議会において、別添資料№2－「第 2 次大垣市スポーツ推進計

画（素案）」の 29 ページまで確認をしていただきました。今回も素案の 30

ページから順に説明をさせていただき、その都度、ご発言をお願いすると

いう形で進行します。修正等があった場合についてもその都度審議し、決

定します。本日は、素案の第 5章「計画の推進」の最終ページまでの確認

をお願いします。 

 

まず、前回の審議会において、29 ページまで確認をしていただいた際に

皆様からいただきましたご意見を別添資料№1－「第 2 次大垣市スポーツ

推進計画に係る意見等について」のとおりまとめ、素案を修正しましたの

で、確認させていただきます。 

 

 修正部分を読み上げる。 

 

ご意見等はありませんか。 

ないようですので、次に進みます。 
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加藤課長 

 

 

堤会長 

 

井村委員 

 

 

宇津参事 

 

 

山田委員 

 

大野委員 

 

 

牧野委員 

 

 

宇津参事 

 

 

 

髙橋副会長 

 

 

宇津参事 

 

宇佐見 

オブザーバー 

 

 

 

 

 

別添資料№2－第2次大垣市スポーツ推進計画（素案）の 30～41 ページ

までを読み上げる。 

 

ご意見等はありませんか。 

 

「地域スポーツクラブ」と「大垣型地域スポーツクラブ」の違いがわか

らない。 

 

数多くある地域スポーツクラブの中の体育振興会を中心として運営して

いるスポーツクラブを大垣型地域スポーツクラブとしています。 

 

体育施設利用者数はどうやって増加させていくのか。 

 

施設によっては利用が飽和状態の施設もあるため、体育館を新設するこ

とも考えてほしい。 

 

この 5 年間で体育館を新設することは難しいと思うが長期的ビジョンで

施設数を増やすことも考えてほしい。 

 

利用区分の見直し、団体間の合同練習、校区外の体育館利用の推奨など

の対策を考えています。施設数を増やすことは、今後の課題として考えて

いきます。 

 

31 ページの「運動部活動の活性化」についても岐阜経済大学の学生を活

用するなどもっと連携を強化していけるとよい。 

 

岐阜経済大学との連携強化について、計画に盛り込んでいきます。 

 

35 ページの「スポーツイベントの開催」②諸外国とのスポーツ交流につ

いて、競技力の向上だけがこの交流の目的ではなく、ホームステイ体験や

諸外国の伝統や文化、風習に触れることも大切な目的であることを理解し

て計画を推進してほしい。 
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加藤委員 

 

 

 

宇津参事 

 

 

堤会長 

 

 

 

 

 

加藤課長 

 

 

堤会長 

 

小川委員 

 

 

 

坂事務局長 

 

 

 

井村委員 

 

 

 

 

 

山本教育長 

 

 

35 ページの「スポーツイベントの開催」③各種競技団体等による競技大

会の開催について、【主なスポーツイベントの実績】にもっと多くの全国大

会を記載するべきではないか。 

 

全国大会の記載について、数が多過ぎるため、別欄に「ほか各種競技協

会主管の大会」と記載することで、ご理解をいただきたい。 

 

37 ページのアクションプランについて、新規の事業が増えていること

は、非常に良いことなので、しっかりと推進してほしい。 

 

他にご意見等はありませんか。 

ないようですので、次に進みます。 

 

別添資料№2－第2次大垣市スポーツ推進計画（素案）の 42～45 ページ

までを読み上げる。 

 

ご意見等はありませんか。 

 

42 ページの大垣市教育振興基本方針評価委員会について、どのような機

関なのか教えてほしい。また、評価を受けた指標についての報告や今後の

対策についての審議をしっかりやってほしい。 

 

※大垣市教育振興基本方針評価委員会について説明。 

評価を受けた指標についての報告や今後の対策についての審議は、年 1

回本審議会において実施します。 

 

43 ページの「意識的に運動（週 1回以上）している人の割合」が低下し

ているのは、地域で行っているゲートボール、バレーボール、ソフトボー

ルなどに参加する市民が減少していることが原因の一つであると考えられ

る。体育振興会やスポーツ推進委員協議会の活動がよりいっそう重要にな

ってくるため、第 2次計画策定後の各種団体への説明を徹底してほしい。 

 

計画の説明を徹底していきます。 
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＜次第４ その他＞ 

堤会長 

 

 

 

 

 

それでは、時間もまいりましたので、本日はここまでとさせていただき

ます。（第 2次大垣市スポーツ推進計画（素案）のすべての章を確認した。） 

次に、次第の 4「その他」でございますが、全体を通じて、何かござい

ましたら、ご発言をお願いいたします。 

 

ご発言もないようですので、これをもちまして、議事を終了させていた

だきます。ご協力ありがとうございました。それでは、事務局にお返しし

ます。 

 

＜次第５ 閉会＞ 

宇津参事 今後の素案修正及び手続きについて、事務局が責任を持って行うことを報

告し、今後の流れ、審議会の開催について確認を行い、本審議会を閉じた。 

 

 

 

 前記のとおり、相違のないことを証するため署名捺印する。 

 

  平成 26 年 10 月 14 日 

 

                    議 長   堤  俊彦   ㊞ 

 

                   本会議録の作成に係る職務を行った者 

             社会教育スポーツ課長   加藤 幹雄   ㊞ 

 

 

捺印いただきました原本については、大垣市スポーツ推進審議会事務局（社会教育スポ

ーツ課）で保管しております。 


